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錫

Ⅰ　

は
じ
め
に

韓
国
に
お
け
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
に
関
す
る
議
論
は
、
一
九
九
五
年
に
始
ま
っ
た
が
、
議
論
の
過
程
で
法
曹
界
か
ら
の
反
対
に
あ
っ
て
、
進

捗
を
み
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
一
日
、
大
法
院
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
司
法
改
革
委
員
会
が
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
を
含
む
五
つ
の
案

件
か
ら
な
る
改
革
方
策
を
大
法
院
長
に
提
出
し
、
大
法
院
長
は
そ
の
建
議
事
項
を
大
統
領
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
家
的
・
社
会
的
合
意
に
よ

り
、
事
実
上
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
が
確
定
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
法
案
通
過
と
設
置
認
可
の
過
程
を
経
て
、
つ
い
に

二
〇
〇
九
年
三
月
、
定
員
二
千
名
で
、
二
五
校
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
は
、
朝
鮮
時
代
の
科
挙
制
度（

（
（

か
ら
見
れ
ば
六
百
年
以
上
、
近
代
以
降
か
ら
見
て
も
百
年
以
上
、
持
続
し
て
き
た
従

来
の
法
律
家
養
成
制
度
を
根
本
か
ら
変
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
八
年
目
の
い
ま
、
こ
の
制
度
の
導
入
当
時
の
基
本
的
な
目

標
と
実
際
の
状
況
と
に
は
い
く
つ
か
の
点
で
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。
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韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
の
経
緯（

（
（

韓
国
で
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
に
関
す
る
議
論
は
、
一
九
九
五
年
一
月
、
金
泳
三
政
権
下
の
世
界
化
推
進
委
員
会
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
が
、
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
の
設
立
に
反
対
す
る
大
法
院
を
は
じ
め
と
す
る
法
曹
界
の
強
力
な
抵
抗
に
あ
っ
て
、
う
や
む
や
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
八
年
七
月
、
金
大
中
政
権
と
な
っ
て
、
大
統
領
の
諮
問
機
関
で
あ
る
新
教
育
共
同
体
委
員
会
に
お
い
て
、
再
び
議
論
を
始
め
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
位
、
設
立
基
準
、
入
学
資
格
、
入
学
試
験
、
修
業
年
限
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
ま
で
比
較
的
具
体
的
に
提
示
し

た
が
、
こ
れ
も
ま
た
別
途
、
構
成
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
大
統
領
の
諮
問
機
関
で
あ
る
司
法
改
革
推
進
委
員
会
の
反
対
に
よ
っ
て
推
進
が
霧
散
し
た
。

引
き
続
い
て
、
盧
武
鉉
政
権
と
な
っ
て
、
大
法
院
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
司
法
改
革
委
員
会
が
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
を
含
む
全

般
的
な
司
法
改
革
方
策
を
作
っ
て
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
一
日
、
大
法
院
長
に
提
出
し
、
大
法
院
長
が
こ
れ
を
受
け
容
れ
、
大
統
領
に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
に
関
す
る
議
論
が
最
終
的
に
締
め
く
く
ら
れ
た
。

司
法
改
革
委
員
会
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
案
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
大
統
領
の
諮
問
機
関
で
あ
っ
た
司
法
制
度
改
革
推
進
委
員
会
に
よ
っ
て
具
体
的
に
成

案
を
み
た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
二
七
日
、「
法
学
専
門
大
学
院
の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
・
公
布
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
八
月
に
は
、
四
一

校
が
認
可
を
申
請
し
、
二
五
校
、
総
入
学
定
員
二
千
名
の
最
終
認
可
を
受
け
、
二
〇
〇
九
年
三
月
一
日
に
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ　

韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
現
状

１　

設
置
認
可

ま
ず
、
設
置
認
可
の
手
続
き
で
あ
る
が
、
法
学
教
育
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
教
育
科
学
技
術
部
（
当
時
）
長
官
が
認
可
を
す
る
。
こ
の
法
学
教
育
委
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員
会
は
法
学
界
か
ら
四
人
、
法
曹
界
か
ら
四
人
、
公
務
員
か
ら
一
人
、
一
般
人
か
ら
四
人
の
計
一
三
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
設
置
認
可
の
主
要
審
査
基
準
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
教
育
目
標
、
入
学
銓
衡
（
選
考
）、
教
育
課
程
、
教
員
関
連
事
項
、
学
生
関
連
事
項
、
教

育
施
設
、
財
政
関
連
、
学
位
課
程
（
既
存
の
法
学
部
生
の
学
習
権
の
保
護
関
連
）、
大
学
競
争
力
と
社
会
的
貢
献
と
い
っ
た
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
四
一
校
が
認
可
の
申
請
を
し
た
が
、
二
五
校
の
大
学
に
認
可
が
下
り
た
。
総
定
員
は
二
千
名
で
あ
る
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
設
置
さ

れ
た
大
学
で
は
既
存
の
法
科
大
学
（
法
学
部
）
は
廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
周
知
の
通
り
日
本
と
異
な
る
。
な
お
、
認
可
後
の
評
価
は
、
大
韓
弁
護
士
協

会
が
五
年
ご
と
に
評
価
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
最
初
の
評
価
は
二
〇
一
三
年
に
行
わ
れ
た（

（
（

。

2　

学
生
の
選
考（

（
（

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
入
学
資
格
は
、
学
士
学
位
の
取
得
者
で
あ
る
が
、
学
位
を
特
定
せ
ず
、
多
様
な
専
攻
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
。

定
員
は
二
千
名
で
あ
る
が
、
四
〇
名
か
ら
一
五
〇
名
の
間
で
大
学
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る（

（
（

。
た
だ
し
、
欠
員
、
た
と
え
ば
、
新
入
生
の
定
員
割
れ
や

自
退
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
入
学
定
員
の
一
〇
％
の
範
囲
内
で
、
次
年
度
に
追
加
選
考
が
可
能
で
あ
る
。

選
考
の
種
類
は
、
一
般
銓
衡
（
選
考
）
と
特
別
銓
衡
（
選
考
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
普
遍
的
な
教
育
的
基
準
に
よ
っ
て
学
生
を
選
考
す
る
「
一
般
銓
衡
」

と
、身
体
的
、経
済
的
な
条
件
が
劣
悪
な
社
会
的
弱
者
な
ど
に
配
慮
し
た
、入
学
定
員
対
比
五
％
以
上
を
選
抜
す
る
「
特
別
銓
衡
」
に
分
け
ら
れ
る
。
な
お
、

学
生
構
成
の
多
様
性
を
図
る
た
め
、
当
該
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
設
置
大
学
以
外
の
大
学
の
出
身
者
を
三
分
の
一
以
上
選
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
法
学

以
外
の
分
野
に
お
い
て
学
士
学
位
を
取
得
し
た
者
を
三
分
の
一
以
上
選
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
準
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

入
学
選
考
時
の
必
須
要
素
と
し
て
は
、
学
部
成
績
、
法
学
適
性
試
験
（
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
）
成
績
、
語
学
成
績
、
社
会
活
動
、
奉
仕
活
動
、
面
接
（
問
題
解
決

能
力
に
一
〇
分
、
人
格
等
に
一
〇
分
で
計
二
〇
分
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
比
率
は
各
大
学
が
各
自
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
全
北
大
学
の

入
学
選
考
要
素
と
そ
の
比
率
を
示
す
と
、
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
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な
お
、
参
考
ま
で
に
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年
度
ま
で
の
法
学
適
性
試
験
（
Ｌ
Ｅ

Ｅ
Ｔ
）
を
受
験
し
た
人
数
を
示
す
と
、
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

3　

教
育
課
程（

（
（

ま
ず
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
専
門
修
士
学

位
課
程
で
あ
り
、
修
業
年
限
は
三
年
で
あ
る
。
日
本
と
は
違
い
、
法
学
既
修
者
と
未
修
者
の
区

別
は
な
い
。
学
則
に
よ
っ
て
、
専
門
博
士
学
位
課
程
と
非
学
位
授
与
課
程
で
あ
る
研
究
課
程
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
卒
業
に
必
要
な
単
位
は
九
〇
単
位
以
上
で
あ
る
。

ま
た
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
、
実
務
科
目
が
開
設
さ
れ
る
。
必
須
実
務
科
目
と
し
て
は
、
法

曹
倫
理
、
法
律
情
報
調
査
、
法
文
書
作
成
、
模
擬
裁
判
、
実
習
課
程
の
五
科
目
が
あ
る
。
そ
の

ほ
か
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
ご
と
の
特
性
化
分
野
と
し
て
、
大
学
に
よ
っ
て
必
須
科
目
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
国
際
化
能
力
を
培
養
す
る
た
め
に
、
外
国
語
科
目
を
三
年
間
、
二
〇
科
目
以
上
開

設
す
る
一
方
、海
外
教
育
機
関
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
積
極
的
に
運
営
し
て
い
る
。
な
お
、ロ
ー

ス
ク
ー
ル
で
は
、
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
運
営
し
て
い
る
が
、
無
料
法
律
相
談
は
し
て
い

る
も
の
の
、
実
際
の
事
件
処
理
は
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
事
管
理
の
た
め
に
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
は
共
通
し
た
基
準
を
適
用
し

て
い
る
。
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
通
算
二
回
の
留
年
ま
た
は
三
回
の
学
事
警
告
が
あ
れ
ば
除
籍

処
理
さ
れ
る
。
韓
国
全
体
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
業
中
断
者
は
、
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
三
年
で

表 1　全北大の入学選考要素と比率（6）

選考段階 選考要素 反映点数 備　　考

1 段階

学部成績 15 点　（23％）

LEET 成績 30 点　（47％）  標準点数を反映、論述は除外する

語学成績 10 点　（15％）

書類審査 10 点　（15％）

小　　計 65 点（100％）

2 段階

1 段階選考総計 65 点　（65％）

論述試験 15 点　（15％）  LEET の論述領域を自己評価

深層面接 20 点　（20％）

小　　計 100 点（100％）
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九
〇
九

四
二
二
名
（
四
％
）
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
除
籍
は
七
三
名
で
あ
る
。
ま
た
、
厳
正
な
成
績
評
価
を
す
る
た
め
に
、
原
則
的
に

す
べ
て
の
科
目
で
相
対
評
価
を
実
施
し
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
は
、
大
学
ご
と
に
、
こ
れ
を
緩
和
し
て
適
用
し
て
い
る
。
当

初
は
選
択
科
目
と
必
須
科
目
の
全
て
に
相
対
評
価
を
適
用
し
て
い
た
が
、
現
在
、
選
択
科
目
は
自
由
に
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

実
務
基
礎
科
目
に
つ
い
て
は
Ｐ
／
Ｆ
評
価
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
休
学
期
間
を
除
い
た
在
学
年
限
が
五
年
を
超
過
す
る
場
合

に
は
、
自
動
的
に
除
籍
処
理
さ
れ
る
。

一
方
、
講
義
の
内
容
と
方
式
は
、
判
例
中
心
、
事
例
中
心
、
対
話
式
に
よ
っ
て
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
奨
学
金
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
奨
学
金
は
、
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
に
配
慮
す
る
た
め
に
、
必
ず
三
年
間
支
給
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
設
置
認
可
基
準
と
し
て
、
全
額
奨
学
金
受
給
者
が
二
〇
％
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
項
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

4　

弁
護
士
試
験（

（
（

弁
護
士
試
験
は
、
韓
国
に
お
い
て
は
、
非
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
出
身
者
を
対
象
と
す
る
予
備
試
験
制
度
は
な
い
。
第
一
回
弁
護
士

試
験
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た
が
、
合
格
率
は
、
全
体
定
員
の
七
五
％
程
度
で
あ
っ
た
。
従
来
の
司
法
試
験
に
つ

い
て
は
、
選
考
人
数
を
毎
年
減
ら
し
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
ま
で
は
一
・
二
・
三
次
試
験
を
実
施
し
て
き
た
が
、
二
〇
一
七

年
は
最
後
の
二
・
三
次
試
験
を
実
施
し
た
後
、
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
試
験
方
法
と
科
目
で
あ
る
が
、
必
須
科
目
と
選
択
科
目
に
分
け
ら
れ
る
。
必
須
科
目
は
選
択
型
試
験
と
論
述
型
試

験
を
混
合
し
た
形
で
実
施
さ
れ
る
が
、
公
法
科
目
に
は
憲
法
と
行
政
法
が
あ
り
、
民
事
法
科
目
に
は
民
法
と
商
法
と
民
事
訴
訟

法
が
あ
る
。
ま
た
、
刑
事
法
科
目
に
は
刑
法
と
刑
事
訴
訟
法
が
あ
る
。

一
方
、
選
択
科
目
は
、
論
述
型
試
験
で
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
科
目
は
、
国
際
法
、
国
際
取
引
法
、
労
働
法
、
租
税
法
、
知
的

表２　法学適性試験（LEET）受験者（8）　　　　　（単位：名）

区　分 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

受験者 9,693 7,411 7,625 7,946 6,980 8,387 8,114 7,585

出願者 10,110 8,219 8,362 8,614 7,628 9,126 8,788 8,246
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財
産
権
法
、
経
済
法
、
環
境
法
の
う
ち
か
ら
一
つ
を

選
択
し
て
受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

法
曹
倫
理
試
験
は
、
選
択
型
試
験
で
行
わ
れ
る
。

弁
護
士
試
験
問
題
の
水
準
は
、
司
法
試
験
に
比
べ

若
干
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
合
格
決
定
方
法
は
、

科
目
別
に
一
定
比
率
で
換
算
し
て
合
算
し
た
総
得
点

で
決
ま
る
。
し
か
し
、
科
目
に
よ
っ
て
不
合
格
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
第
一
回
試
験
の
合
格
率
は
入
学
定

員
の
七
五
％
以
上
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
弁
護
士
試

験
の
受
験
者
と
合
格
者
、
そ
し
て
合
格
率
は
表
3

の
通
り
で
あ
る
。
第
一
回
試
験
の
合
格
率
は
、
約

八
七
％
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
五
年
の
第
四
回
試
験
で

は
、
約
六
一
％
に
減
少
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
第
四
回
（
二
〇
一
五
年
度
）
試
験
の
合

格
者
の
現
況
で
あ
る
。
ま
ず
、
合
格
者
の
性
別
の
現

況
で
あ
る
が
、
表
４
の
通
り
、
合
格
者
は
男
子
の
方

が
多
い
が
、
合
格
率
は
女
子
の
方
が
若
干
高
い
こ
と

が
わ
か
る
。

表 3　 弁護士試験の受験者・合格者・合格率（10）　　　　　（単位：名）

区　分 2015 年（第 4回） 2014 年（第 3回） 2013 年（第 2回） 2012 年（第 1回）

受験者 2,561 2,292 2,046 1,665

合格者 1,565 1,550 1,538 1,451

合格率（％） 61.10 67.62 75.17 87.15

         　 表 4　2015 年度の弁護士試験の合格者の性別現況（11）　　　（単位：名）

区　分 全　体
男　子 女　子

人員 比率（％） 人員 比率（％）

受験者 2,561 1,472 57.44 1,090 42.56

合格者 1,565   893 57.06   672 42.94

合格率（％） 61.10 60.70 61.65

       表 5　2015 年度の弁護士試験の合格者の法学専攻の有無（12）  　（単位：名）

区　分 全　体
法学専攻 法学非専攻

人員 比率（％） 人員 比率（％）

受験者 2,561 1,394 54.43 1,167 45.57

合格者 1,565   918 58.66   647 41.34

合格率（％） 61.10 65.85 55.44
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表
5
は
、
合
格
者
が
法
学
を
専
攻
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
関
す
る
統
計
で
あ
る
。
合
格
者
、
合

格
率
と
も
に
法
学
を
専
攻
し
た
受
験
生
の
方
が
、
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

5　

検
事
と
裁
判
研
究
員
の
任
用
と
弁
護
士
研
修（

（（
（

ま
ず
、
検
事
の
任
用
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
新
任
検
事
の
選
考
は
書
類
選
考
と
面
接
に
よ
る
。

新
任
の
検
事
は
一
年
間
の
教
育
実
施
後
、
検
事
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
、
裁
判
研
究
員
の
選
考
に
つ
い
て
で
あ
る
。
裁
判
研
究
員
と
は
ロ
ー
ク
ラ
ー
ク
と
も
よ

ば
れ
る
が
、
事
件
の
審
理
と
裁
判
に
関
す
る
調
査
・
研
究
業
務
を
遂
行
す
る
専
門
契
約
職
公
務
員

で
あ
る
。
採
用
期
間
は
二
年
で
、選
抜
人
数
は
、約
百
名
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、毎
年
変
動
す
る
。

な
お
、
法
官
、
す
な
わ
ち
裁
判
官
の
任
用
は
、
法
曹
一
元
化
の
原
則
に
よ
り
、
三
年
以
上
の
法

曹
経
験
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
研
究
員
の
二
年
間
の
経
歴
と
さ
ら
に
一
年

の
法
曹
経
歴
が
あ
れ
ば
、
法
官
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
弁
護
士
研
修
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
五
年
以
上
の
法
曹
経
歴
者
一
名
以
上
が
在
職
す
る

法
律
事
務
従
事
機
関
の
う
ち
法
務
部
が
指
定
し
た
機
関
や
、
国
会
、
法
院
、
憲
法
裁
判
所
、
検
察

庁
等
の
機
関
に
お
い
て
六
か
月
間
法
律
事
務
に
従
事
し
た
場
合
や
、
大
韓
弁
護
士
協
会
が
主
管
す

る
研
修
を
終
え
た
場
合
に
は
弁
護
士
業
務
が
可
能
に
な
る
。
弁
護
士
試
験
合
格
者
が
法
律
事
務
に

従
事
せ
ず
、
ま
た
は
大
韓
弁
護
士
協
会
が
主
管
す
る
研
修
を
受
け
な
い
場
合
に
は
、
弁
護
士
の
業

務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

最
後
に
、
就
職
と
進
路
で
あ
る
が
、
法
律
市
場
が
飽
和
状
態
に
あ
る
た
め
、
法
曹
界
の
み
な
ら

表 6　韓・日両国のロースクール制度の比較（参考）（13）

区　分 韓　国 日　本

導入時期 2009 年 3 月 2004 年 4 月

ロースクールの数 25 校 74 校（設立当時）／現在 71 校

入学定員と総定員 40~150 名／ 2,000 名 30~300 名／ 5,825 名

課程 3 年（既修／未修の区別なし） 既修者 2 年、未修者 3 年

学位 専門修士 法務博士（専門職）

修了後の試験 弁護士試験	 新司法試験

試験回数の制限 5 年のうち 5 回 5 年のうち 5 回

法曹資格取得前の修習
廃止（但し、弁護士事務所にお
ける修習を義務付ける）

期間を短縮することを前提とし
て存続
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ず
社
会
の
各
分
野
、
す
な
わ
ち
企
業
、
国
家
機
関
、
金
融
界
、
国
会
、
政
界
等
に
進
出
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
現
在
は
、
過
渡
期
に
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

Ⅳ　

韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
課
題

韓
国
に
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
、
司
法
試
験
体
制
で
見
ら
れ
た
様
々
な
弊
害
を
克
服
す
る
た
め
に
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
議
論
が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
ア
メ
リ
カ
式
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
案
が
浮
上
し
て
き
た
。
盧
武
鉉
政
権
が
そ
の
案
を
採

用
し
た
結
果
、
現
在
の
よ
う
な
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
が
登
場
し
た
。
し
か
し
、
果
た
し
て
韓
国
社
会
に
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
が
必
ず
し
も
必
要
な
の
か
ど

う
か
、
大
学
が
正
義
か
つ
公
正
な
組
織
と
し
て
民
主
主
義
と
法
治
主
義
の
骨
幹
を
成
す
法
曹
養
成
に
責
任
を
持
て
る
か
ど
う
か
な
ど
に
関
す
る
、
ま
と
も

な
評
価
と
分
析
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
多
少
性
急
に
推
し
進
め
ら
れ
た
側
面
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
様
々
な
問
題
点
が
露
呈
し
て
い
る（

（（
（

。
韓
国
法
制
研
究

院
が
発
表
し
た
「
二
〇
一
五
国
民
法
意
識
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
一
般
の
国
民
の
中
に
も
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
に
成
果
が
あ
る
と
思
う
意
見
（
二
八
・
七
％
）

よ
り
、
成
果
が
な
い
と
の
答
え
（
五
八
・
八
％
）
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。

1　

入
学
選
考
上
の
問
題

入
学
選
考
に
お
い
て
も
公
正
性
に
問
題
が
あ
る
。
一
部
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
入
学
志
願
書
の
自
己
紹
介
書
の
中
に
、
大
法
官
、
検
事

長
や
判
事
な
ど
の
子
弟
や
親
・
姻
戚
が
父
母
の
職
業
や
家
庭
環
境
な
ど
を
書
く
こ
と
を
許
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
面
接
試
験
の
際
に
法

曹
出
身
の
父
母
や
親
戚
を
も
つ
志
願
者
に
有
利
に
働
い
た
と
の
疑
惑
が
お
こ
り
、
社
会
的
に
大
き
な
波
紋
が
起
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
教
育
部
は
、

二
〇
一
七
年
度
入
試
か
ら
は
、
志
願
書
な
ど
に
父
母
や
親
・
姻
戚
な
ど
の
職
業
を
記
載
す
る
こ
と
を
い
っ
さ
い
禁
止
す
る
こ
と
に
し
た（

（（
（

。

最
近
ソ
ウ
ル
の
Ｈ
大
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
新
入
生
選
考
時
に
志
願
者
の
年
齢
に
よ
る
差
を
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
出
身
大
学
の
学
部
を
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五
等
級
に
分
け
、
最
高
等
級
と
最
低
等
級
と
の
間
に
実
に
四
〇
％
の
格
差
を
お
い
て
評
価
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
大
学
カ
ー
ス
ト
制
」
で
あ
る
と
の
批
判
を

受
け
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
入
学
選
考
に
お
い
て
、
公
正
性
と
透
明
性
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ソ
ウ
ル
の
主
要
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
在
学
生
に
、
ソ
ウ
ル
地
域
の
特
定
大
学
の
学
部
出
身
者
が
集
中
す
る
と
い
う
偏
り
が
目
立
つ
こ
と
な
ど
も

問
題
で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
大
、
高
麗
大
、
延
世
大
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
入
学
生
の
八
割
強
が
、
こ
の
三
大
学
の
学
部
出
身
者
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
が
出
た
。

二
〇
一
六
年
五
月
に
ソ
ウ
ル
地
方
弁
護
士
会
が
発
刊
し
た
研
究
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
ソ
ウ
ル
大
、
高
麗
大
、
延
世

大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
入
学
生
の
中
で
、
上
記
三
大
学
の
学
部
出
身
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
七
・
七
％
、
八
七
・
六
％
、
八
三
・
四
％
を
占
め
て
お
り
、
上
記
三
大

学
以
外
の
出
身
者
に
は
法
曹
界
に
進
む
壁
が
あ
ま
り
に
も
高
く
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る（

（（
（

。

2　

教
育
期
間
と
成
績
評
価
の
問
題

ま
ず
、教
育
期
間
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、現
在
、ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、法
学
既
修
者
と
未
修
者
に
共
通
し
て
、三
年
の
修
学
期
間
を
課
し
て
い
る
。
し
か
し
、

法
学
未
修
者
の
場
合
、
法
学
理
論
と
実
務
を
身
に
つ
け
る
に
は
三
年
間
と
い
う
時
間
が
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
法
学
未
修
者
の
場
合
は
一
年
延
長

し
て
、
四
年
に
す
べ
き
と
の
主
張
も
あ
る
が
、
費
用
の
問
題
が
関
わ
っ
て
お
り
、
簡
単
に
決
め
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
成
績
評
価
に
つ
い
て
、
現
在
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
法
学
既
修
者
と
未
修
者
を
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
編
成
し
、
相
対
評
価
を
し
て
い
る
た
め
、

未
修
者
に
は
不
利
な
面
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
大
部
分
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
未
修
者
の
た
め
に
入
学
前
の
先
行
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

一
部
で
は
、
博
士
課
程
生
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
も
あ
る
。

3　

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
特
性
化
教
育
の
問
題

韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
認
可
当
時
、
各
大
学
固
有
の
特
性
化
分
野
を
定
め
て
教
育
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
各
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
定
め
ら

れ
た
期
間
内
で
多
く
の
弁
護
士
試
験
合
格
者
を
出
そ
う
と
し
た
た
め
、
特
性
化
教
育
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ロ
ー
ス
ク
ー
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ル
の
学
生
の
ほ
う
も
、
弁
護
士
試
験
科
目
で
も
な
い
特
性
化
科
目
に
つ
い
て
は
、
特
に
関
心
も
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
弁
護
士
試
験
を
資
格
試
験
化

す
れ
ば
、
試
験
競
争
に
埋
没
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
た
め
、
特
性
化
科
目
に
も
関
心
を
持
つ
で
あ
ろ
う
と
の
主
張
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
弁
護
士
試
験

を
資
格
試
験
化
す
る
こ
と
は
弁
護
士
量
産
に
よ
る
就
業
難
と
い
う
よ
り
大
き
な
問
題
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
く
、
現
実
的
で
は
な
い
。

各
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
特
性
化
分
野
を
充
実
し
て
教
育
す
る
た
め
に
は
、
学
生
が
そ
の
特
性
化
分
野
科
目
を
一
定
の
単
位
以
上
履
修
し
た
場
合
に

限
り
、
各
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
卒
業
試
験
を
受
験
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4　

法
律
実
務
教
育
の
問
題

三
年
間
と
い
う
期
間
内
に
、
法
律
理
論
と
法
務
実
務
を
十
分
に
身
に
つ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
各
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
リ
ー

ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
プ
ロ
フ
ラ
ム
が
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
実
務
出
身
教
授
は
開
業
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
事
件
を
処
理
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
よ
う
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
付
設
法
律
事
務
所
を
置
き
、
実
際
の
事
件
が
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
の
か
を
直
接
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
学
生
に
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
実
務
出
身
教
授
が
一
定
の
範
囲
内
で
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
実
際
に
事
件
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
道
を
開
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

5　

司
法
試
験
の
存
廃
問
題

ま
ず
、
予
備
試
験
導
入
に
よ
る
司
法
試
験
存
置
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
な
い
法
科
大
学
側
か
ら
の
主
張
で
あ
る
。
予
備
試
験
導
入
に

よ
る
司
法
試
験
存
置
論
者
ら
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
「
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
」（
金
ス
ク
ー
ル
（m

oney school

））
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
費
用
が
多
く
か
か

る
た
め
、経
済
的
弱
者
に
と
っ
て
希
望
の
は
し
ご
と
し
て
機
能
し
て
き
た
司
法
試
験
を
存
置
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ド

ブ
か
ら
龍
が
出
る
」（
は
き
だ
め
に
ツ
ル
）
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
あ
る（

（（
（

。
周
知
の
通
り
、
日
本
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韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
現
状
と
課
題
（
徐
）

は
予
備
試
験
に
合
格
す
れ
ば
司
法
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
も
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
な
く
て
も
、
通

信
講
座
の
履
修
者
や
外
国
の
法
科
大
学
の
卒
業
者
で
あ
れ
ば
、
司
法
試
験
の
受
験
資
格
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
司
法
試
験
廃
止
論
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
に
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
側
か
ら
の
主
張
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
法
治
国
家
建
設
の
責

任
を
担
う
法
曹
を
養
成
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
司
法
試
験
を
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
が
国
民
の
合
意
で
あ
っ

た
こ
と
を
理
由
と
し
て
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
活
性
化
を
狙
う
意
図
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
司
法
試
験
存
置
法
案
が
国
会
の
法
制
司
法
委
員
会
に
上
程
さ
れ
、
公
聴
会
ま
で
開
か
れ
た
。
な
お
、
法
務
部
は
、
二
〇
一
七
年
に
完

全
に
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
司
法
試
験
を
、
二
〇
二
一
年
ま
で
四
年
間
猶
予
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
日
に
発
表
し
た
。
そ
の

う
え
、
そ
の
猶
予
さ
れ
る
期
間
の
間
、
司
法
試
験
を
廃
止
し
、
一
種
の
予
備
試
験
を
新
設
し
て
、
そ
れ
に
合
格
す
れ
ば
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
な
く
て

も
弁
護
士
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
与
え
る
方
策
、
さ
ら
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
問
題
点
、
た
と
え
ば
入
学
、
学
事
管
理
、
就
職
等
を
改

善
す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
も
発
表
し
た
。
法
務
部
の
こ
の
発
表
は
、
二
〇
一
五
年
の
国
民
の
世
論
調
査
の
結
果
、
す
な
わ
ち
、

二
〇
一
七
年
に
司
法
試
験
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
意
見
が
二
三
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
司
法
試
験
を
存
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
意
見
が
八
五
・
五
％
で
あ
り
、
存
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
意
見
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
発
表
の
直
後
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
法
務
部
は
「
四
年
猶
予
は
最
終
決
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
」
と
、
事
実
上
、
発
表

内
容
を
撤
回
し
た
。
実
際
は
、
司
法
試
験
の
二
〇
一
七
年
度
廃
止
は
、
法
務
部
の
決
定
事
項
で
は
な
く
、
弁
護
士
試
験
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば
不
可
能
な

こ
と
で
も
あ
っ
た
。
二
〇
一
六
年
五
月
一
七
日
に
、
国
会
法
制
司
法
委
員
会
は
全
体
会
議
を
開
き
、
弁
護
士
試
験
法
改
正
案
の
議
論
を
試
み
た
が
、
与

野
党
議
員
の
意
見
の
食
い
違
い
に
よ
っ
て
案
件
上
程
さ
え
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
現
行
法
通
り
に
、
二
〇
一
七
年
に
は
一
次
試
験
は
な
く
、

二
〇
一
六
年
に
一
次
試
験
に
す
で
に
合
格
し
て
い
る
者
に
限
っ
て
二
・
三
次
試
験
を
受
け
さ
せ
、
最
終
の
五
〇
名
を
選
抜
し
た
あ
と
廃
止
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
憲
法
裁
判
所
が
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
九
日
に
、
司
法
試
験
の
廃
止
を
規
定
し
た
弁
護
士
試
験
法
の
付
則
条
項
を
合
憲

と
す
る
決
定
を
言
い
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た（

（（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
二
〇
一
六
年
下
半
期
に
開
か
れ
る
国
会
に
お
い
て
当
該
法
案
が
再
発
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議
さ
れ
、
国
会
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、
司
法
試
験
廃
止
が
猶
予
さ
れ
る
可
能
性
が
ま
っ
た
く
な
く
は
な
い
が
、
事
実
上
困
難
で
は
な
い
か
と
思
う
。

Ⅴ　

お
わ
り
に

私
と
し
て
は
、ロ
ー
ス
ク
ー
ル
設
立
の
趣
旨
を
勘
案
す
れ
ば
、司
法
試
験
は
い
ず
れ
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

現
行
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
に
対
し
て
は
、
法
務
部
、
教
育
部
な
ど
の
関
連
機
関
が
額
を
寄
せ
合
っ
て
、
衆
知
を
集
め
、
一
日
で

も
早
く
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
一
世
紀
の
た
め
の
新
し
い
法
曹
養
成
制
度
で
あ
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
が
成
功
的
に
定
着
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

（
1
）
「
韓
国
は
高
麗
初
期
か
ら
科
挙
制
度
を
通
し
て
社
会
の
エ
リ
ー
ト
を
輩
出
し
、
充
員
し
て
き
た
。
こ
れ
は
中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
方
式
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
当
時

と
し
て
は
画
期
的
な
国
家
統
治
体
制
で
あ
り
手
段
で
あ
っ
た
。
啓
蒙
主
義
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
こ
れ
を
激
賛
す
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
し
、
英
国
は
こ
れ
を

高
等
文
官
試
験
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
明
治
維
新
以
降
の
日
本
が
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
韓
国
は
、
光
復
後
、
高
等
文
官
試
験
に
習
い
、
高
等
考
試

行
政
科
と
司
法
科
を
設
け
、
国
家
が
必
要
と
す
る
人
材
を
選
抜
し
、
養
成
す
る
制
度
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。」
週
刊
朝
鮮
二
四
二
一
号
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
二
日
）

〔http://w
eekly.chosun.com

/client/new
s/viw

.asp?ctcd=C03&
nN

ew
sN

um
b=002421100013

〕。

（
2
）
韓
国
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
導
入
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
キ
ム
・
チ
ャ
ン
ロ
ク
「
韓
国
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
意
義
と
課
題
」
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
一
四
六
─
二
号

（
二
〇
一
五
年
二
月
）
一
九
二
～
一
九
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
一
周
期
認
定
評
価
と
関
連
し
て
、
既
存
の
履
行
点
検
及
び
行
政
制
裁
の
改
善
に
対
す
る
要
求
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
韓
国
教
育
開
発
院
『
法

学
専
門
大
学
院
履
行
点
検
改
善
方
案
研
究
』（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
三
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
学
生
選
考
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
韓
国
教
育
開
発
院
・
前
掲
注（
3
）三
七
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
圏
域
別
入
学
定
員
割
当
現
況
表
は
、
教
育
部
大
学
院
支
援
課
「
法
学
専
門
大
学
院
の
現
況
と
対
策
」（
二
〇
一
三
年
三
月
二
日
）
に
よ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

圏
　
域

認
可
大
学
数

　（
割
当
入
学
定
員
）

大
学
名

割
当
入
学
定
員

　（
二
〇
〇
九
年
度
以
降
）

建
国
大

　
　

四
〇
名
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韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
現
状
と
課
題
（
徐
）

ソ
ウ
ル

一
五
校
／
六
〇
％

　
（
一
、一
四
〇
名
／
五
七
％
）

慶
煕
大

　
　

六
〇
名

高
麗
大

　

一
二
〇
名

西
江
大

　
　

四
〇
名

ソ
ウ
ル
大

　

一
五
〇
名

成
均
館
大

　

一
二
〇
名

ソ
ウ
ル
市
立
大

　
　

五
〇
名

延
世
大

　

一
二
〇
名

梨
花
女
子
大

　

一
〇
〇
名

中
央
大

　
　

五
〇
名

韓
国
外
大

　
　

五
〇
名

漢
陽
大

　

一
〇
〇
名

亜
洲
大

　
　

五
〇
名

仁
荷
大

　
　

五
〇
名

江
原
大

　
　

四
〇
名

大　

田

二
校
（
一
七
〇
名
）

忠
南
大

　

一
〇
〇
名

忠
北
大

　
　

七
〇
名

光　

州

四
校
（
三
〇
〇
名
）

全
南
大

　

一
二
〇
名

円
光
大

　
　

六
〇
名

全
北
大

　
　

八
〇
名

済
州
大

　
　

四
〇
名

大　

邱

二
校
（
一
九
〇
名
）

慶
北
大

　

一
二
〇
名

嶺
南
大

　
　

七
〇
名

釜　

山

二
校
（
二
〇
〇
名
）

東
亜
大

　
　

八
〇
名

釜
山
大

　

一
二
〇
名
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（
6
）
二
〇
一
六
年
の
全
北
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
募
集
要
綱
参
照
。

（
7
）
韓
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
教
育
課
程
の
個
別
項
目
内
容
に
関
し
て
は
、
韓
国
教
育
開
発
院
・
前
掲
注（
3
）二
四
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
法
学
適
性
試
験
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.leet.or.kr

）
の
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
法
務
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
oj.or.kr

）
の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）
注（
9
）に
同
じ
。

（
11
）
注（
9
）に
同
じ
。

（
12
）
注（
9
）に
同
じ
。

（
13
）
ホ
ン
・
テ
ソ
ク
「
日
本
法
曹
人
選
抜
（
選
考
）
方
式
の
課
題
か
ら
見
た
我
が
（
韓
国
）
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
発
展
方
向
」
法
学
論
考
三
七
集
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）

四
六
八
頁
参
照
。

（
14
）
法
学
専
門
大
学
院
協
議
会
『
二
〇
一
六
学
年
度
入
学
ガ
イ
ド
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
サ
イ
ド
）』（
二
〇
一
五
年
）
三
九
頁
参
照
。

（
15
）
週
刊
朝
鮮
二
四
二
一
号
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
二
日
）。

（
16
）
法
律
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
一
六
年
二
月
一
九
日
）〔http://w

w
w

.lec.co.kr/new
s/articlePrint.htm

l?idxno=39612

〕。

（
17
）
法
律
新
聞
（
二
〇
一
六
年
五
月
九
日
）〔http://w

w
w

.law
tim

es.co.kr/Legal-N
ew

s/Print-N
ew

s?serial=100303

〕。

（
18
）
京
郷
新
聞
（
二
〇
一
六
年
六
月
五
日
）〔http://new

s.khan.co.kr/print.htm
l

〕。

（
19
）
韓
国
日
報
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日
）〔http://w

w
w

.hankookilbo.com
/m

/v/c519724f44e7413b8bcb65504ce49f97

〕。

（
20
）
カ
ン
・
ヨ
ン
ソ
ク
「
公
正
社
会
、
予
備
試
験
導
入
か
ら
始
ま
る
」
考
試
界
六
五
八
号
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
）
八
五
頁
。

（
21
）
憲
法
裁
判
所
決
定
二
〇
一
六
年
九
月
二
九
日
（
二
〇
一
二
憲
マ
一
〇
〇
二
、
二
〇
一
三
憲
マ
二
四
九
、
二
〇
一
五
憲
マ
八
七
三
、
二
〇
一
六
憲
マ
二
六
七
）、
法
律

ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
一
六
年
九
月
二
九
日
）〔http://w

w
w

.lec.co.kr/new
s/articleV

iew
.htm

l?idxno=42030

〕。

〔
追
記
〕本

稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
六
日
に
、
日
本
比
較
法
研
究
所
（
中
央
大
学
）
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
韓
国
・
全
北
大
学
校
法
学
専
門
大
学
院
教
授
）


